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Editor & Staff

Special Thanks

Information
印刷物などの制作をお考えの方に、資料を無料にて送付いたします。当社Webサイトよりお気軽にお問い合わせください。
●会社案内　●社内報　●リクルート案内　●営業案内（商品・サービス）　●株主通信　●記念誌　●Webサイト

編集後記

Staff Voice

News

News

Staff Voice

今年いちばんの遠出

ブレイクタイムのお供に

News 内定式を執り行いました

漫画「ハチミツとクローバー」の作中、
主人公が自分探しの旅で最後にたど
り着いたこの場所。眼前にはただただ
海が広がり、遠くには微かに樺太が見
えました。中学生の頃からの念願だっ
たので、ようやく行けて感激です！！ 良
い夏の思い出になりました。

東京探訪してます

「カテドラル関口教会」

「北海道 稚内市 宗谷岬」

上京して一年半たつのに、行ったこと
のない場所が多い私。最近は毎週でか
けています。先日はカテドラル関口教
会へ。ちょうど結婚式をされていて、
とっても綺麗でした！ どこに行こうか迷
うこともありますが、有名な建築物巡り
をしてみるのもいいですね。 （K.M）

（K.A）

現在、社内では業務効率化のた
め、クラウドサービスの有効活用・
データ整理などが着々と進行中で
す。そして、作業用の椅子も新調さ
れました。デスクワークが中心のた
め、長時間使用する椅子のチョイ
スもかなり重要。効率UPでどんど
ん仕事をこなしたいです。

皆様、明けましておめでとうございま
す。本年もよろしくお願いいたします。
2018年の目標はもう決めましたか？
私は“頼れる先輩”を目指して頑張り
たいと思っています。また、2月にはオ
フィス移転することが決定しました。
新しい場所で心機一転、より良いもの
を制作できるよう、これからも社員一
同邁進していきます。
さて、今号の特集では「顧客管理 IT
活用のススメ」をお送りしました。ITと
聞くと難しそうで、なかなか手を出せ
ない……そんな方もいらっしゃるかも
しれません。しかし、しっかりと活用す
れば大幅な業務効率化や営業力アッ
プに繋がります。これからの時代を生
き抜くために、ぜひ一度導入を検討し
てみてはいかがでしょうか。 （J.S）

記念誌と聞くと、「ハードカバーで何百ページにも及ぶ本」というイメージがあ
ります。確かに、自社の歴史を記録して長期保存することが一番の目的ならば、
その形がベストかもしれません。しかし最近では、雑誌のようなデザインに仕上
げたり、コンパクトなサイズで制作・配布するなど、今までの常識を覆す記念誌
も多く発行されています。大切なのは、制作する目的をしっかりと定めること。
それを達成できるなら、分厚い記念誌である必要はないのです。

記念誌制作で重要なのは「何のために制作するのか？」

社内効率化の取り組み

1801N04

10月、2018年春入社予定者の内
定式を行いました。来年度から新た
に3名の仲間を迎えることになったア
ドバンド。改めて当社を選んでいただ
き、光栄です。4月からともに働ける
のが楽しみで、我々も今からとてもワ
クワクしています。会社の更なるパ
ワーアップにどうぞご期待ください!

社内にネスカフェのバリスタマシンが
導入されました。カプセルをセットし
て、ボタンを操作すると、あっという間
に美味しいコーヒーが完成します。
色々な種類の味を楽しめるのも魅力
的です。飲み比べなども楽しそう。一
息つきたいときのお供に大活躍してく
れそうです!
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マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
略
し
て
M
A
）
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
顧
客
の
関
心
度
に
応
じ
た
O
n
e 

t
o 

O
n
e
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、

長
期
的
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
た
販
売
促
進
の
手
法
で
す
。

I
T
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
膨
大
な
日
常
業
務
を
自
動
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
簡
単
に
効
果
測
定
も
で
き
ま
す
。

欧
米
で
は
す
で
に
効
果
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
2
0
1
4
年
頃
か
ら
導
入
企
業
が
増
加
。

「
従
来
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
変
え
る
」
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
多
大
な
シ
ス
テ
ム
投
資
を
し
、
専
任
人
材
を
投
入
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
成
果
が
得
ら
れ
な
い
、

あ
る
い
は
シ
ス
テ
ム
を
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
企
業
が
多
い
の
が
現
状
だ
と
分
析
す
る
専
門
家
も
い
ま
す
。

す
で
に
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
魅
力
を
感
じ
て
い
る
見
込
客
に
売
る
の
は
、
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
関
心
度
が
測
れ
な
い
、
い
つ
購
入
す
る
か
分
か
ら
な
い
見
込
客
に
は
、

リ
ー
ド
ナ
ー
チ
ャ
リ
ン
グ
（
見
込
客
の
啓
蒙
・
育
成
）
に
向
け
た
継
続
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。

検
討
の
優
先
順
位
を
上
昇
さ
せ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
商
談
に
つ
な
げ
る
に
は
忍
耐
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
有
難
い
「
今
す
ぐ
客
」
ば
か
り
を
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
、

「
目
立
た
な
い
見
込
客
」
に
感
謝
し
、
売
り
込
ま
ず
フ
ォ
ロ
ー
し
続
け
る
姿
勢
が
重
要
な
の
で
す
。

今
回
は
営
業
・
販
促
活
動
を
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
「
セ
ー
ル
ス
」
の
視
点
に
分
け
て
解
説
し
て
み
ま
し
た
。

W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
が
主
流
の
昨
今
、

今
も
効
果
的
な
手
法
で
あ
る
D
M
発
送
の
た
め
の
効
率
的
な
リ
ス
ト
収
集
法
、
さ
ら
に
は

M
A
導
入
へ
の
投
資
が
困
難
な
企
業
の
た
め
の
、
低
価
格
で
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
に
フ
ォ
ー
カ
ス
。

今
す
ぐ
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
で
き
る
〝
売
上
ア
ッ
プ
〞
の
ヒ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

め
だ
た
な
い
人
に
対
す
る
あ
り
方
が

そ
の
人
の
ホ
ン
ネ
で
あ
る
。

石
川 

洋
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リピート
・
口コミ

購入
・
成約

フォロー
・
商談

見込み客の
DB化

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
セ
ー
ル
ス
を
機
能
さ
せ
る

顧
客
デ
ー
タ
の
管
理
方
法

ビ
ジ
ネ
ス
の
流
れ
を
よ
り
効
率
化
・
自
動
化
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
現
代
。

I
T
を
活
用
し
た
見
込
客
の
管
理
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
セ
ー
ル
ス
を
効
率
化
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

頑張っているのに売り上げにつながらない．．．
営業方法に何か問題があるのだろうか。

顧客情報や商談の履歴があいまいで、
問題解決に向けた提案ができないよ...

成約後、リピートにつなげるためには、
いつ頃フォローすればいいのかなあ．．．

見込客は増えたけど、管理が大変...
社内で一元管理できたらなあ。

問い合わせ
・

資料請求

マーケティング

セールス

セミナー
メルマガ
リスティング広告
プレスリリース
DM
展示会

接点

2
0
1
2
年
よ
り
始
動
し
た
第
二
次
安
倍
内

閣
。
同
年
に
発
足
し
た
〝
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
〞
の
第

一
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
景
気
回
復
と
デ
フ
レ
脱
却
を

目
指
す
た
め
の
経
済
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
し

か
し
、
実
質
的
な
効
果
を
感
じ
る
場
面
は
少
な

く
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
失
わ
れ
た
20
年
を
含
め
、

不
景
気
で
「
モ
ノ
が
売
れ
な
い
」
と
い
わ
れ
て
久

し
い
。
企
業
に
と
っ
て
は
、
ま
す
ま
す
営
業
力
強

化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

顧
客
と
の
関
係
性
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
さ
か

ら
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
C
R
M
の

活
用
が
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
今
で
も
エ
ク
セ
ル
上
に
顧
客
情
報
を
ス
ト
ッ

ク
し
て
い
る
企
業
は
多
い
。
し
か
し
、
エ
ク
セ
ル

の
場
合
、
細
か
な
顧
客
情
報
の
作
成
・
編
集
に
は

不
向
き
で
、
担
当
者
が
異
動
や
退
職
を
し
た
場
合

に
も
、
デ
ー
タ
の
引
継
ぎ
や
保
守
管
理
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
最
大
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
、
社
内
で
の
情
報
共
有
が
不
十
分
な

こ
と
だ
。
個
々
人
の
取
り
組
み
が
周
囲
に
伝
わ
り

に
く
く
、
こ
れ
ま
で
通
り
担
当
者
の
勘
や
経
験
に

頼
り
、
数
を
こ
な
す
だ
け
の
属
人
的
な
営
業
ス
タ

イ
ル
で
は
通
用
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
出
番
と
な
る
の
が
、
I
T
に
よ
る
顧
客

管
理
だ
。
例
え
ば
、
展
示
会
や
セ
ミ
ナ
ー
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
見
込
客
と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

が
、
年
齢
・
役
職
・
企
業
規
模
・
業
種
な
ど
の
属

性
、
商
品
が
今
す
ぐ
欲
し
い
の
か
検
討
中
か
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
状
況
は
異
な
る
。
ま
た
、
営
業
に

訪
れ
た
日
時
、
話
し
合
っ
た
内
容
、
ど
の
く
ら
い

の
頻
度
で
訪
問
し
た
の
か
、
受
注
後
に
ク
レ
ー
ム

や
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
か
な
ど
、
一
連
の
フ

ロ
ー
の
中
で
必
要
と
な
っ
て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
、
蓄
積
し
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
効
率

的
な
営
業
に
向
け
た
顧
客
管
理
に
は
、
I
T
シ
ス

テ
ム
が
不
可
欠
な
の
だ
。

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
の
が
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
セ
ー
ル
ス
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
見
込

客
を
集
め
、
顧
客
の
悩
み
や
課
題
、
製
品
の
メ

リ
ッ
ト
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
潜
在
ニ
ー
ズ
に
気

付
か
せ
、
「
手
に
入
れ
た
い
」
「
課
題
を
解
決
し

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
。
そ

し
て
セ
ー
ル
ス
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
心
が
動

い
た
相
手
に
、
「
こ
の
製
品
を
買
う
」
と
決
心
さ

せ
る
こ
と
。
接
点
を
持
っ
た
見
込
客
の
情
報
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
上
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
セ
ー
ル
ス
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
組
み
を
シ
ス
テ
ム

化
し
、
業
務
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
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情
報
を
い
か
に
活
用
で
き
る
か
が

今
後
の
業
務
効
率
を
左
右
す
る

帝国データバンクや東京商工リサー
チから購入する方法。所在地や業種
はもちろん、売上・社員数・企業規模、
業績の推移、さらに社長名まで幅広
い情報から、条件に合うリストを購入
できる。ただし、最新情報が更新され
ていないケースも多い。

企業のWebサイトにアクセスし、リス
トを集める方法。コストが一切かから
ないのが最大のメリットだ。最新情
報がアップデートされているため、購
入リストよりも正確だが、アナログな
方法ゆえ、非常に時間と手間がかか
るのがデメリットである。

システムベンダーが提供している
「自動リスト作成ソフト」を使う方法。
手元のパソコンにソフトをインス
トールし、自動的にターゲット企業の
Webサイトをクロールしてリスト化。
手間とコストをかけずにターゲット
企業リストを抽出することができる。

Sales Marketing

データベース導入で、
時代に沿ったビジネススタイルへ

顧客管理をシステム化したいが、難しそう―。そう思う方も多いかもしれないが、実はコストと手間をほとんど
かけず、手軽に導入・運営することができる。今回は、データベースを通じてビジネスシーンの課題解決の手段
を提供する㈱パイプドビッツの取締役CMO藤田豪人様をお招きし、システム導入の効果やメリットを伺った。

※API… Application Programming Interface（アプリケーションプログラミングインタフェース）のこと。
　　　  ソフトウェアコンポーネントが互いにやりとりするのに使用するインタフェースの仕様。

セールス編

見込客を集めるには、
顧客情報のリスト化からスタート!

見込客を集める方法には、リスティング・DM・セミナー・展示会・メルマガなどさまざまな手段がある。
ここでは、積極的に自社商品をPRする手法の1つ、郵送DM（ダイレクトメール）のための顧客リストの収集方法
についてご紹介する。

質が良いリストを安く集めるべし

信用調査会社から購入

1 2 3

Webから企業データを収集 自動リスト作成ソフト

マーケティング編

中
野
　
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
早
速
で
す
が
、
御
社
が
お
客
様
の

課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

藤
田
　
当
社
で
は
、「
S
P
I
R
A
L
®」

と
い
う
顧
客
情
報
を
は
じ
め
と
し
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
安
全
に
管
理
・

活
用
で
き
る
情
報
資
産
管
理
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
中
心
に
、
情
報
を
利
用
す

る
た
め
の
各
種
機
能
・
外
部
連
携
の

A
P
I
※
を
用
意
し
、
情
報
を
活
用
で

き
る
環
境
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
お
客
様
の
大
切
な
情
報
を

S
P
I
R
A
L
®で
有
効
活
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
い
う
と
顧
客
情
報
を
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
製

品
デ
ー
タ
や
在
庫
デ
ー
タ
、
業
績
管
理
、

人
事
、
ま
た
、
教
育
機
関
で
は
学
生
の

出
欠
管
理
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

中
野
　
私
ど
も
の
よ
う
な
B 

t
o 

B 

企
業
に
限
る
と
、
ど
の
よ
う
な
お
客
様

が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
?

　
デ
ジ
タ
ル
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ

る
昨
今
、
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
や

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
S
N
S
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た

W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
幅
広
く

展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ロ
ー
コ
ス
ト
で
の
導
入
、
ス
ピ
ー
ド

の
速
さ
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
が
、

顧
客
の
目
に
ふ
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
限
り
、
大
き
な
効
果
は
得
ら
れ

な
い
。
一
方
、
D
M
の
場
合
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
W
e
b
に
比
べ
て
、
コ

ス
ト
が
高
く
、
誰
に
ど
ん
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
か
を
考
え
る
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る

が
、
積
極
的
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
W
e
b
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る

世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ナ
ロ
グ
の

手
法
が
意
外
に
も
人
々
の
目
を
引
く

可
能
性
が
大
き
い
。
D
M
を
送
付
す

る
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
顧
客
リ
ス

ト
が
必
要
と
な
る
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
手
段
で
集
め
れ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
大
き
く
分
け
て
以
下

の
よ
う
な
3
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
る
。
送
付
数
や
必
要
な
リ
ス
ト

情
報
に
よ
り
、
最
適
な
方
法
を
選
ぶ

と
良
い
だ
ろ
う
。

藤
田
　
昨
今
、
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
力
を
入
れ
始
め
た
企
業
も
多

く
、
業
種
は
幅
広
い
で
す
ね
。
元
々
、

B 

t
o 

B 

企
業
は
営
業
マ
ン
が
汗
を

流
し
て
契
約
を
取
っ
て
く
る
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
多
く
、
各
人
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
売
上
が
左
右
さ
れ
る

た
め
、
バ
ラ
つ
き
が
多
く
非
効
率
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
時
代
の
変
化
と
と
も

に
、「
顧
客
情
報
を
上
手
く
活
用
す
る
」

と
い
う
流
れ
に
移
行
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
導
入
企
業
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

中
野
　
販
売
促
進
に
お
い
て
顧
客
管
理

は
重
要
で
す
ね
。
ア
ド
バ
ン
ド
の
場
合
、

S
P
I
R
A
L
®を
導
入
す
る
以
前
は
、

顧
客
数
も
限
ら
れ
て
い
て
、
エ
ク
セ
ル

で
管
理
し
て
い
た
の
で
す
が
、
リ
ス

テ
ィ
ン
グ
広
告
の
運
用
を
始
め
た
頃
か

ら
問
合
せ
も
増
え
、
必
要
性
を
感
じ
始

め
た
こ
と
が
導
入
の
き
っ
か
け
で
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
あ
れ
ば
、
顧
客
管
理
が
効
率
化
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
発
行
な
ど
も
簡
単
に
で
き
る
と
知

り
、
2
0
1
1
年
に
導
入
を
開
始
し
ま

し
た
。
手
探
り
で
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

自
ら
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
に
問
い
合
わ
せ

な
が
ら
操
作
し
て
何
と
か
形
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
、
問
合
せ
リ
ス
ト
が

1
0
0
0
社
以
上
と
な
り
、
早
期
に

導
入
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
の
ま
ま
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て

い
た
ら
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
し
ま
す

（
笑
）。B 

t
o 

B 

企
業
が
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
導
入
す
る
こ
と
の
具
体
的
な
メ

リ
ッ
ト
と
は
何
で
し
ょ
う
か
?

藤
田
　
B 

t
o 

B 

に
限
り
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
「
何
の
た
め
に
情
報
を
使
う

の
?
」
と
い
う
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
が
あ
り
ま
す
。
1
つ
は
、
先
ほ
ど
言

わ
れ
て
い
た
通
り
、「
問
合
せ
が
増
え

て
き
た
」
と
い
う
営
業
接
点
の
管
理
で

す
。
B 

t
o 

B 

企
業
は
、
大
量
の
顧

客
と
薄
く
接
触
す
る
B 

t
o 

C 

企
業

と
は
違
い
、
同
じ
お
客
様
と
何
度
も
長

く
接
触
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
を
は
じ
め
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
中

の
カ
ス
タ
マ
ー
対
応
、
W
e
b
サ
イ
ト

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
、
実
は
色
々
な
場
所
で
接
触

を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
営
業

部
内
で
う
ま
く
共
有
で
き
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ
れ
は
、
情
報
が
散

在
し
て
い
る
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。

き
ち
ん
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
誰

が
ど
こ
で
ど
う
接
触
し
て
い
る
か
を
事

前
に
知
り
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
分
析
で
き
れ
ば
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
な
時
期
に
提
供
で

き
、
フ
ォ
ロ
ー
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
つ
か
め
ま
す
。

勘
や
経
験
、
あ
る
い
は
度
胸
と
勢
い
で
乗
り
切

る
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
営
業
ス
タ
イ
ル
で
は
、

成
果
が
上
が
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
野
　
な
る
ほ
ど
。
営
業
も
属
人
的
な
ス
キ
ル

に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を
有
効
活

用
す
れ
ば
、
部
門
全
体
の
効
率
化
に
も
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

藤
田
　
新
規
開
拓
に
や
た
ら
と
投
資
す
る
の
で

は
な
く
、
ま
ず
は
顧
客
管
理
を
徹
底
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

中
野
　
例
え
ば
、
B 

t
o 

C 

で
通
販
を
や
っ

て
い
る
会
社
の
場
合
、
数
十
万
人
の
顧
客
リ
ス

ト
を
扱
う
の
で
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
の
は

当
然
で
す
よ
ね
。
以
前
、通
販
で
ワ
イ
ン
を
買
っ

た
の
を
き
っ
か
け
に
D
M
や
メ
ー
ル
が
届
い
た

こ
と
が
あ
っ
て
、
上
手
い
方
法
だ
と
感
心
し
ま

し
た
。
逆
に
、
不
動
産
仲
介
な
ん
か
だ
と
、
こ

れ
ま
で
に
9
回
ほ
ど
引
越
し
を
経
験
し
て
い
る

の
で
す
が
、
2
年
後
の
更
新
時
に
「
引
越
し
を

お
考
え
で
は
な
い
で
す
か
?
」
な
ど
の
連
絡
は

来
た
こ
と
が
な
く
て
。
仕
組
み
が
な
く
、
営
業

マ
ン
任
せ
に
な
っ
て
い
る
業
界
の
典
型
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
必
要
な
と
き
に
連
絡
が
あ

れ
ば
、
関
係
性
が
続
く
と
思
う
の
で
す
が
。

藤
田
　
と
て
も
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
ね
。
人

口
が
増
え
続
け
て
い
た
時
代
の
「
新
規
顧
客
を

開
拓
し
続
け
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

執
着
す
る
よ
り
、
顧
客
に
と
っ
て
大
事
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
接
点
を
持
ち
関
係
構
築
を
し
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
大
事
で
す
か
ら
。

中
野
　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
導
入
に
よ
っ
て
、
部

署
ご
と
の
仕
事
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
?

藤
田
　
例
え
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系
の
部
署

で
考
え
る
と
、
き
ち
ん
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作

る
こ
と
で
、
現
在
接
触
し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ

る
「
今
す
ぐ
客
」
で
な
い
顧
客
と
の
関
係
性
を

継
続
で
き
ま
す
。
W
e
b
サ
イ
ト
の
中
に
足
跡

が
残
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か

は
蓄
積
さ
れ
続
け
ま
す
。
こ
れ
を
営
業
に
引
き

継
げ
ば
契
約
率
も
上
が
り
ま
す
ね
。
こ
の
よ
う

に
、
営
業
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
点
が
大
き

い
。
ま
た
、
ク
レ
ー
ム
は
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
と

い
い
ま
す
が
、
過
去
の
履
歴
を
全
て
一
元
管
理

し
て
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
般
的
に

営
業
マ
ン
は
離
職
が
早
く
、
人
の
入
れ
替
わ
り

が
激
し
い
た
め
、
引
継
ぎ
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施

す
る
に
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
情
報
を
蓄
積
し
て

お
く
こ
と
が
必
須
で
す
。
新
人
が
入
社
し
た
際
、

「
こ
の
内
容
で
提
案
を
し
た
ら
い
い
」「
こ
の
顧

客
に
は
そ
ろ
そ
ろ
連
絡
し
た
方
が
い
い
」
と
上

司
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
ま
す
。「
と
に
か
く
契
約

を
取
っ
て
こ
い
」
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
指
導
方

法
で
は
な
く
な
り
、
教
育
体
制
も
変
わ
っ
て
く

る
は
ず
で
す
。

中
野
　
確
か
に
、
仕
事
の
や
り
方
も
変
わ
り
そ

う
で
す
ね
。
い
ま
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
が
流
行
っ
て
い
ま
す
が
、
お
客
様

が
W
e
b
上
に
残
し
た
足
跡
を
分
析
し
て
可
視

化
す
る
の
は
な
か
な
か
労
力
の
か
か
る
作
業
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。
十
分
な
人
材
の
い
る
大
企

業
で
は
、
専
任
を
充
て
る
こ
と
も
で
き
る
と
思

う
の
で
す
が
、
中
小
企
業
で
は
な
か
な
か
難
し

い
。
ま
ず
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基
盤
を
構
築

す
る
こ
と
か
ら
開
始
し
て
、
企
業
の
成
長
に
伴

い
機
能
を
付
加
し
て
い
く
の
が
現
実
的
な
方
法

だ
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
場
合
も
、デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
情
報
を
更
新
し
て
い
く
程
度
で
す
が
、
十

分
に
機
能
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
今
後
、「
こ

の
お
客
様
に
つ
い
て
は
、
何
ヵ
月
後
に
も
う
一

度
フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
を
自
動
的

に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ

と
も
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
?

藤
田
　
可
能
で
す
ね
。「
そ
ろ
そ
ろ
連
絡
し
た

ほ
う
が
良
い
で
す
よ
」
と
い
う
ア
ラ
ー
ト
メ
ー

ル
を
、
自
由
に
期
間
を
設
定
し
飛
ば
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

中
野
　
経
営
側
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う

か
?

藤
田
　
最
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
無
理
・
無

駄
の
削
減
、
効
率
化
で
す
。
労
働
生
産
人
口
が

減
少
し
て
き
て
い
る
中
で
、
採
用
活
動
で
な
か

な
か
人
が
採
用
で
き
ず
に
苦
戦
し
て
い
る
企
業

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
点
で
も
効
率
化
は
非

常
に
重
要
で
す
。
特
に
営
業
部
門
で
は
、
引
継

ぎ
の
無
駄
を
な
く
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

も
う
一
点
、
採
用
が
困
難
に
な
り
、
新
人
教
育

に
関
し
て
も
、
早
期
戦
力
化
が
大
き
な
課
題
で

す
。「
経
験
し
て
こ
い
」「
と
に
か
く
現
場
に
行
っ

て
こ
い
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
教
育
方
法
を
変

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
来
は
売

上
に
貢
献
す
る
重
要
顧
客
・
優
良
顧
客
、
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
あ
る
お
客
様
の
と
こ
ろ
へ
訪
問
す
べ

き
な
の
で
す
が
、
個
人
の
好
き
嫌
い
で
訪
問
先

を
決
め
る
営
業
マ
ン
も
い
る
。
誰
が
取
引
す
べ

き
重
要
顧
客
か
を
理
解
で
き
て
い
な
い
と
、
足

を
運
ん
で
も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
逆

に
可
視
化
す
れ
ば
「
お
客
様
へ
の
訪
問
回
数
と

利
益
が
合
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
の
が
す
ぐ
に

分
か
る
の
で
、
営
業
効
率
の
改
善
に
も
つ
な
げ

ら
れ
ま
す
。

中
野
　
活
用
事
例
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
た
い

の
で
す
が
、
実
際
に
導
入
し
た
企
業
の
成
果
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
?

藤
田
　
B 

t
o 

C
で
す
が
、
保
険
会
社
の
ケ
ー

ス
で
、
導
入
以
前
は
「
入
力
が
煩
雑
で
大
変
」

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
顧
客

デ
ー
タ
と
保
険
と
い
う
複
雑
な
商
品
自
体
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
。
さ
ら
に
お
客
様
属
性
を
全

て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ー
タ

が
揃
っ
た
状
態
で
お
客
様
と
面
会
す
る
の
で
、

社
員
の
方
も
契
約
に
つ
な
げ
や
す
く
な
り
ま

す
。
結
果
と
し
て
、
資
料
請
求
率
が
1
3
0
倍

と
い
う
飛
躍
的
な
数
字
に
表
れ
ま
し
た
。
最
近

は
営
業
マ
ン
を
呼
ん
で
商
談
を
す
る
際
、
お
客

様
は
既
に
製
品
の
こ
と
を
ほ
ぼ
把
握
し
て
お

り
、
最
終
比
較
検
討
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
営
業
マ
ン
が

お
客
様
と
接
触
す
る
前
に
W
e
b
上
で
情
報
を

共
有
し
、
接
触
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
生
命
保
険
会
社
で

は
販
売
員
を
減
ら
し
て
、
ネ
ッ
ト
専
業
に
す
る

と
い
う
動
き
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

中
野
　
最
近
は
あ
ら
ゆ
る
商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

選
択
肢
が
増
え
て
い
て
、
お
客
様
も
何
を
選
べ

ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
や
は
り
結

局
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
命
だ
と
感
じ
ま
す
。
選
択

肢
が
増
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
最
終
的
に
検

討
す
る
の
は
3
〜
4
社
く
ら
い
で
す
か
ら
、
そ

こ
に
残
ら
な
け
れ
ば
検
討
の
対
象
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
何
も
せ
ず
に
営
業
マ
ン
任
せ
に
な
る
と

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
失
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
も
シ
ス
テ
ム
化
し
た
方
が

い
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
た

だ
、
見
込
客
を
き
ち
ん
と
管
理
し
、
成
約
に
つ

な
げ
ら
れ
た
上
で
既
存
の
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し

て
い
く
べ
き
な
の
で
、
順
番
を
誤
っ
て
大
き
な

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
と
失
敗
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

藤
田
　
S
P
I
R
A
L
®の
場
合
は
、
追
加
で

開
発
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ほ
と

ん
ど
の
お
客
様
は
最
初
、
小
規
模
で
導
入
し
て
、

後
か
ら
機
能
を
拡
張
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が

多
い
で
す
。
業
務
フ
ロ
ー
を
変
え
ず
に
導
入
で

き
る
の
で
、
組
織
に
負
荷
が
か
か
ら
な
い
と
い

う
の
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

中
野
　
最
後
に
、
今
後
の
営
業
活
動
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
?

藤
田
　
I
T
を
中
心
と
し
た
技
術
革
新
に
伴
っ

て
、
人
々
の
情
報
収
集
能
力
が
ま
す
ま
す
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
当
に
必

要
な
情
報
を
的
確
に
収
集
で
き
る
人
は
ま
だ
少

な
い
よ
う
に
感
じ
る
の
で
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
が
で
き
る
営
業
力
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
営
業
職
は
景
気
や
売
上
が
悪
く
な
る
と
一

番
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
る
部
署
。
今
は
昔
の
よ

う
に
「
お
金
を
儲
け
た
い
か
ら
頑
張
る
ぞ
」
と

い
う
若
者
も
減
っ
て
お
り
、
進
ん
で
営
業
職
を

目
指
す
人
自
体
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
す
れ
ば
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
す
る
た
め
の
基
礎
情
報
が
揃
っ
て

く
る
の
で
、
営
業
活
動
の
中
で
担
当
者
に
か
か

る
負
担
を
軽
減
す
る
の
に
も
役
立
て
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
は
高
度
な
傾
聴
力
が
求
め
ら
れ
る
仕

事
で
す
。
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
、
問
題
発
見
と

解
決
策
の
提
案
に
集
中
で
き
る
の
で
、
I
T
に

よ
る
効
率
化
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
と
っ
て
喫
急

の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

中
野
　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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中
野
　
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
早
速
で
す
が
、
御
社
が
お
客
様
の

課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

藤
田
　
当
社
で
は
、「
S
P
I
R
A
L
®」

と
い
う
顧
客
情
報
を
は
じ
め
と
し
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
安
全
に
管
理
・

活
用
で
き
る
情
報
資
産
管
理
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
中
心
に
、
情
報
を
利
用
す

る
た
め
の
各
種
機
能
・
外
部
連
携
の

A
P
I
※
を
用
意
し
、
情
報
を
活
用
で

き
る
環
境
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
お
客
様
の
大
切
な
情
報
を

S
P
I
R
A
L
®で
有
効
活
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
い
う
と
顧
客
情
報
を
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
製

品
デ
ー
タ
や
在
庫
デ
ー
タ
、
業
績
管
理
、

人
事
、
ま
た
、
教
育
機
関
で
は
学
生
の

出
欠
管
理
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

中
野
　
私
ど
も
の
よ
う
な
B 

t
o 

B 

企
業
に
限
る
と
、
ど
の
よ
う
な
お
客
様

が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
?

藤
田
　
昨
今
、
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
力
を
入
れ
始
め
た
企
業
も
多

く
、
業
種
は
幅
広
い
で
す
ね
。
元
々
、

B 

t
o 

B 

企
業
は
営
業
マ
ン
が
汗
を

流
し
て
契
約
を
取
っ
て
く
る
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
多
く
、
各
人
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
売
上
が
左
右
さ
れ
る

た
め
、
バ
ラ
つ
き
が
多
く
非
効
率
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
時
代
の
変
化
と
と
も

に
、「
顧
客
情
報
を
上
手
く
活
用
す
る
」

と
い
う
流
れ
に
移
行
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
導
入
企
業
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

中
野
　
販
売
促
進
に
お
い
て
顧
客
管
理

は
重
要
で
す
ね
。
ア
ド
バ
ン
ド
の
場
合
、

S
P
I
R
A
L
®を
導
入
す
る
以
前
は
、

顧
客
数
も
限
ら
れ
て
い
て
、
エ
ク
セ
ル

で
管
理
し
て
い
た
の
で
す
が
、
リ
ス

テ
ィ
ン
グ
広
告
の
運
用
を
始
め
た
頃
か

ら
問
合
せ
も
増
え
、
必
要
性
を
感
じ
始

め
た
こ
と
が
導
入
の
き
っ
か
け
で
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
あ
れ
ば
、
顧
客
管
理
が
効
率
化
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
発
行
な
ど
も
簡
単
に
で
き
る
と
知

り
、
2
0
1
1
年
に
導
入
を
開
始
し
ま

し
た
。
手
探
り
で
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

自
ら
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
に
問
い
合
わ
せ

な
が
ら
操
作
し
て
何
と
か
形
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
、
問
合
せ
リ
ス
ト
が

1
0
0
0
社
以
上
と
な
り
、
早
期
に

導
入
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
の
ま
ま
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て

い
た
ら
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
し
ま
す

（
笑
）。B 

t
o 

B 

企
業
が
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
導
入
す
る
こ
と
の
具
体
的
な
メ

リ
ッ
ト
と
は
何
で
し
ょ
う
か
?

藤
田
　
B 

t
o 

B 

に
限
り
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
「
何
の
た
め
に
情
報
を
使
う

の
?
」
と
い
う
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
が
あ
り
ま
す
。
1
つ
は
、
先
ほ
ど
言

わ
れ
て
い
た
通
り
、「
問
合
せ
が
増
え

て
き
た
」
と
い
う
営
業
接
点
の
管
理
で

す
。
B 

t
o 

B 

企
業
は
、
大
量
の
顧

客
と
薄
く
接
触
す
る
B 

t
o 

C 

企
業

と
は
違
い
、
同
じ
お
客
様
と
何
度
も
長

く
接
触
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
を
は
じ
め
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
中

の
カ
ス
タ
マ
ー
対
応
、
W
e
b
サ
イ
ト

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
、
実
は
色
々
な
場
所
で
接
触

を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
営
業

部
内
で
う
ま
く
共
有
で
き
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ
れ
は
、
情
報
が
散

在
し
て
い
る
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。

き
ち
ん
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
誰

が
ど
こ
で
ど
う
接
触
し
て
い
る
か
を
事

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
導
入
に
よ
っ
て
、

業
務
や
教
育
体
制
の
改
善
も

今
後
の
企
業
活
動
に
欠
か
せ
な
い
、

顧
客
管
理
の
絶
対
的
な
価
値

Sales

前
に
知
り
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
分
析
で
き
れ
ば
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
な
時
期
に
提
供
で

き
、
フ
ォ
ロ
ー
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
つ
か
め
ま
す
。

勘
や
経
験
、
あ
る
い
は
度
胸
と
勢
い
で
乗
り
切

る
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
営
業
ス
タ
イ
ル
で
は
、

成
果
が
上
が
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
野
　
な
る
ほ
ど
。
営
業
も
属
人
的
な
ス
キ
ル

に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を
有
効
活

用
す
れ
ば
、
部
門
全
体
の
効
率
化
に
も
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

藤
田
　
新
規
開
拓
に
や
た
ら
と
投
資
す
る
の
で

は
な
く
、
ま
ず
は
顧
客
管
理
を
徹
底
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

中
野
　
例
え
ば
、
B 

t
o 

C 

で
通
販
を
や
っ

て
い
る
会
社
の
場
合
、
数
十
万
人
の
顧
客
リ
ス

ト
を
扱
う
の
で
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
の
は

当
然
で
す
よ
ね
。
以
前
、通
販
で
ワ
イ
ン
を
買
っ

た
の
を
き
っ
か
け
に
D
M
や
メ
ー
ル
が
届
い
た

こ
と
が
あ
っ
て
、
上
手
い
方
法
だ
と
感
心
し
ま

し
た
。
逆
に
、
不
動
産
仲
介
な
ん
か
だ
と
、
こ

れ
ま
で
に
9
回
ほ
ど
引
越
し
を
経
験
し
て
い
る

の
で
す
が
、
2
年
後
の
更
新
時
に
「
引
越
し
を

お
考
え
で
は
な
い
で
す
か
?
」
な
ど
の
連
絡
は

来
た
こ
と
が
な
く
て
。
仕
組
み
が
な
く
、
営
業

マ
ン
任
せ
に
な
っ
て
い
る
業
界
の
典
型
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
必
要
な
と
き
に
連
絡
が
あ

れ
ば
、
関
係
性
が
続
く
と
思
う
の
で
す
が
。

藤
田
　
と
て
も
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
ね
。
人

口
が
増
え
続
け
て
い
た
時
代
の
「
新
規
顧
客
を

開
拓
し
続
け
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

執
着
す
る
よ
り
、
顧
客
に
と
っ
て
大
事
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
接
点
を
持
ち
関
係
構
築
を
し
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
大
事
で
す
か
ら
。

中
野
　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
導
入
に
よ
っ
て
、
部

署
ご
と
の
仕
事
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
?

藤
田
　
例
え
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系
の
部
署

で
考
え
る
と
、
き
ち
ん
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作

る
こ
と
で
、
現
在
接
触
し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ

る
「
今
す
ぐ
客
」
で
な
い
顧
客
と
の
関
係
性
を

継
続
で
き
ま
す
。
W
e
b
サ
イ
ト
の
中
に
足
跡

が
残
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か

は
蓄
積
さ
れ
続
け
ま
す
。
こ
れ
を
営
業
に
引
き

継
げ
ば
契
約
率
も
上
が
り
ま
す
ね
。
こ
の
よ
う

に
、
営
業
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
点
が
大
き

い
。
ま
た
、
ク
レ
ー
ム
は
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
と

い
い
ま
す
が
、
過
去
の
履
歴
を
全
て
一
元
管
理

し
て
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
般
的
に

営
業
マ
ン
は
離
職
が
早
く
、
人
の
入
れ
替
わ
り

が
激
し
い
た
め
、
引
継
ぎ
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施

す
る
に
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
情
報
を
蓄
積
し
て

お
く
こ
と
が
必
須
で
す
。
新
人
が
入
社
し
た
際
、

「
こ
の
内
容
で
提
案
を
し
た
ら
い
い
」「
こ
の
顧

客
に
は
そ
ろ
そ
ろ
連
絡
し
た
方
が
い
い
」
と
上

司
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
ま
す
。「
と
に
か
く
契
約

を
取
っ
て
こ
い
」
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
指
導
方

法
で
は
な
く
な
り
、
教
育
体
制
も
変
わ
っ
て
く

る
は
ず
で
す
。

中
野
　
確
か
に
、
仕
事
の
や
り
方
も
変
わ
り
そ

う
で
す
ね
。
い
ま
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
が
流
行
っ
て
い
ま
す
が
、
お
客
様

が
W
e
b
上
に
残
し
た
足
跡
を
分
析
し
て
可
視

化
す
る
の
は
な
か
な
か
労
力
の
か
か
る
作
業
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
。
十
分
な
人
材
の
い
る
大
企

業
で
は
、
専
任
を
充
て
る
こ
と
も
で
き
る
と
思

う
の
で
す
が
、
中
小
企
業
で
は
な
か
な
か
難
し

い
。
ま
ず
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基
盤
を
構
築

す
る
こ
と
か
ら
開
始
し
て
、
企
業
の
成
長
に
伴

い
機
能
を
付
加
し
て
い
く
の
が
現
実
的
な
方
法

だ
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
場
合
も
、デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
情
報
を
更
新
し
て
い
く
程
度
で
す
が
、
十

分
に
機
能
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
今
後
、「
こ

の
お
客
様
に
つ
い
て
は
、
何
ヵ
月
後
に
も
う
一

度
フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
を
自
動
的

に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ

と
も
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
?

藤
田
　
可
能
で
す
ね
。「
そ
ろ
そ
ろ
連
絡
し
た

ほ
う
が
良
い
で
す
よ
」
と
い
う
ア
ラ
ー
ト
メ
ー

ル
を
、
自
由
に
期
間
を
設
定
し
飛
ば
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

中
野
　
経
営
側
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う

か
?

藤
田
　
最
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
無
理
・
無

駄
の
削
減
、
効
率
化
で
す
。
労
働
生
産
人
口
が

減
少
し
て
き
て
い
る
中
で
、
採
用
活
動
で
な
か

な
か
人
が
採
用
で
き
ず
に
苦
戦
し
て
い
る
企
業

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
点
で
も
効
率
化
は
非

常
に
重
要
で
す
。
特
に
営
業
部
門
で
は
、
引
継

ぎ
の
無
駄
を
な
く
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

も
う
一
点
、
採
用
が
困
難
に
な
り
、
新
人
教
育

に
関
し
て
も
、
早
期
戦
力
化
が
大
き
な
課
題
で

す
。「
経
験
し
て
こ
い
」「
と
に
か
く
現
場
に
行
っ

て
こ
い
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
教
育
方
法
を
変

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
来
は
売

上
に
貢
献
す
る
重
要
顧
客
・
優
良
顧
客
、
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
あ
る
お
客
様
の
と
こ
ろ
へ
訪
問
す
べ

き
な
の
で
す
が
、
個
人
の
好
き
嫌
い
で
訪
問
先

を
決
め
る
営
業
マ
ン
も
い
る
。
誰
が
取
引
す
べ

き
重
要
顧
客
か
を
理
解
で
き
て
い
な
い
と
、
足

を
運
ん
で
も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
逆

に
可
視
化
す
れ
ば
「
お
客
様
へ
の
訪
問
回
数
と

利
益
が
合
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
の
が
す
ぐ
に

分
か
る
の
で
、
営
業
効
率
の
改
善
に
も
つ
な
げ

ら
れ
ま
す
。

中
野
　
活
用
事
例
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
た
い

の
で
す
が
、
実
際
に
導
入
し
た
企
業
の
成
果
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
?

藤
田
　
B 

t
o 

C
で
す
が
、
保
険
会
社
の
ケ
ー

ス
で
、
導
入
以
前
は
「
入
力
が
煩
雑
で
大
変
」

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
顧
客

デ
ー
タ
と
保
険
と
い
う
複
雑
な
商
品
自
体
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
。
さ
ら
に
お
客
様
属
性
を
全

て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ー
タ

が
揃
っ
た
状
態
で
お
客
様
と
面
会
す
る
の
で
、

社
員
の
方
も
契
約
に
つ
な
げ
や
す
く
な
り
ま

す
。
結
果
と
し
て
、
資
料
請
求
率
が
1
3
0
倍

と
い
う
飛
躍
的
な
数
字
に
表
れ
ま
し
た
。
最
近

は
営
業
マ
ン
を
呼
ん
で
商
談
を
す
る
際
、
お
客

様
は
既
に
製
品
の
こ
と
を
ほ
ぼ
把
握
し
て
お

り
、
最
終
比
較
検
討
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
営
業
マ
ン
が

お
客
様
と
接
触
す
る
前
に
W
e
b
上
で
情
報
を

共
有
し
、
接
触
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
生
命
保
険
会
社
で

は
販
売
員
を
減
ら
し
て
、
ネ
ッ
ト
専
業
に
す
る

と
い
う
動
き
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

中
野
　
最
近
は
あ
ら
ゆ
る
商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

選
択
肢
が
増
え
て
い
て
、
お
客
様
も
何
を
選
べ

ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
や
は
り
結

局
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
命
だ
と
感
じ
ま
す
。
選
択

肢
が
増
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
最
終
的
に
検

討
す
る
の
は
3
〜
4
社
く
ら
い
で
す
か
ら
、
そ

こ
に
残
ら
な
け
れ
ば
検
討
の
対
象
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
何
も
せ
ず
に
営
業
マ
ン
任
せ
に
な
る
と

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
失
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
も
シ
ス
テ
ム
化
し
た
方
が

い
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
た

だ
、
見
込
客
を
き
ち
ん
と
管
理
し
、
成
約
に
つ

な
げ
ら
れ
た
上
で
既
存
の
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し

て
い
く
べ
き
な
の
で
、
順
番
を
誤
っ
て
大
き
な

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
と
失
敗
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

藤
田
　
S
P
I
R
A
L
®の
場
合
は
、
追
加
で

開
発
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ほ
と

ん
ど
の
お
客
様
は
最
初
、
小
規
模
で
導
入
し
て
、

後
か
ら
機
能
を
拡
張
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が

多
い
で
す
。
業
務
フ
ロ
ー
を
変
え
ず
に
導
入
で

き
る
の
で
、
組
織
に
負
荷
が
か
か
ら
な
い
と
い

う
の
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

中
野
　
最
後
に
、
今
後
の
営
業
活
動
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
?

藤
田
　
I
T
を
中
心
と
し
た
技
術
革
新
に
伴
っ

て
、
人
々
の
情
報
収
集
能
力
が
ま
す
ま
す
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
当
に
必

要
な
情
報
を
的
確
に
収
集
で
き
る
人
は
ま
だ
少

な
い
よ
う
に
感
じ
る
の
で
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
が
で
き
る
営
業
力
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
営
業
職
は
景
気
や
売
上
が
悪
く
な
る
と
一

番
や
り
玉
に
挙
げ
ら
れ
る
部
署
。
今
は
昔
の
よ

う
に
「
お
金
を
儲
け
た
い
か
ら
頑
張
る
ぞ
」
と

い
う
若
者
も
減
っ
て
お
り
、
進
ん
で
営
業
職
を

目
指
す
人
自
体
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
す
れ
ば
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
す
る
た
め
の
基
礎
情
報
が
揃
っ
て

く
る
の
で
、
営
業
活
動
の
中
で
担
当
者
に
か
か

る
負
担
を
軽
減
す
る
の
に
も
役
立
て
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
は
高
度
な
傾
聴
力
が
求
め
ら
れ
る
仕

事
で
す
。
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
、
問
題
発
見
と

解
決
策
の
提
案
に
集
中
で
き
る
の
で
、
I
T
に

よ
る
効
率
化
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
と
っ
て
喫
急

の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

中
野
　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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携
帯
電
話
端
末
の
販
売
や
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
契
約
取
次
ぎ
、
契
約
者

へ
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行

う
代
理
店
を
運
営
す
る
コ
ネ
ク
シ
オ

株
式
会
社
。
そ
の
特
例
子
会
社
（
障

が
い
者
の
雇
用
機
会
を
確
保
す
る
た

め
に
設
立
さ
れ
る
子
会
社
）
で
あ
る

同
社
は
、
２
０
１
７
年
６
月
に
設
立

10
周
年
を
迎
え
、
記
念
誌
の
制
作
を

予
定
し
て
い
た
。
記
念
誌
と
い
え
ば

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
分
厚
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
が
、
硬
い
印
象
は
避
け
て
温

も
り
の
あ
る
冊
子
に
し
た
い
と
の
こ

と
。
ア
ド
バ
ン
ド
か
ら
は
、
ま
ず

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
２

名
が
話
を
伺
っ
た
。

「
広
報
誌
の
ａ
ｄ
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
が
届

き
、
そ
れ
を
見
て
当
社
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
当
社

が
特
例
子
会
社
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
ご
提
案
の
際
に
は
障
が
い
者
雇

用
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
本
を
読
ん

で
、
理
解
を
深
め
て
き
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
１
年
間
と
い
う
長
い
ス
パ

ン
で
の
制
作
と
な
り
ま
し
た
が
、
コ

ツ
コ
ツ
と
１
歩
ず
つ
確
実
に
進
め
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
、
安
心
し
て
取
り

組
め
ま
し
た
」

担
当
の
吾
妻
様
は
そ
う
語
る
。

今
回
の
記
念
誌
で
は
、
社
員
の
働

く
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。
そ
の
達
成
の
た
め
、
「
〝
あ
り

が
と
う
〞
を
伝
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

設
定
。
親
会
社
や
特
別
支
援
学
校
な

ど
関
係
者
の
方
か
ら
の
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
掲
載
し
、
社
員
や
会
社
が

社
会
に
貢
献
し
て
い
る
様
子
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
意
識
し
た
。
ま
た
、
社

員
同
士
が
手
を
繋
い
だ
写
真
と
と
も

に
、
お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
や
日
ご

ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
紹
介
。
本
人

た
ち
が
目
に
し
た
時
に
、
絆
が
深
ま

る
よ
う
な
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。

「
当
初
は
、
初
め
て
の
10
周
年
記
念

誌
で
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
中
、

ざ
っ
く
り
と
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
だ
け

が
決
ま
っ
て
い
る
状
況
。
し
か
し
、

そ
れ
を
受
け
て
ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん
が

出
し
て
く
だ
さ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
案

は
、
こ
ち
ら
の
期
待
値
を
大
幅
に
上

回
る
仕
上
が
り
で
し
た
。
ま
た
、
社

内
で
の
撮
影
の
際
も
、
社
員
や
関
係

者
の
方
に
声
を
か
け
な
が
ら
行
う
こ

と
で
、
作
り
物
で
は
な
い
自
然
な
笑

顔
を
写
真
に
収
め
ら
れ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
思
い
つ
き
で
急
遽
オ
ー

ダ
ー
し
た
パ
ラ
パ
ラ
漫
画
も
、
当
社

に
合
わ
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
成
し

て
い
た
だ
き
、
大
変
満
足
で
き
る
出

来
栄
え
と
な
り
ま
し
た
」

無
事
に
完
成
し
た
記
念
誌
は
社
員

に
も
お
披
露
目
さ
れ
、
大
変
喜
ば
れ

た
と
い
う
。
親
会
社
か
ら
の
反
響
も

大
き
く
、
吾
妻
様
の
も
と
に
は
多
く

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
素
晴
ら
し
い
出
来
だ
、
と
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、

制
作
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
ア

ド
バ
ン
ド
さ
ん
に
よ
る
、
１
年
間
の

地
道
な
編
集
と
提
案
の
お
か
げ
で
完

成
ま
で
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
紙
媒
体
が
縮
小
し
て
い
く
中

で
、
今
後
も
紙
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

表
現
を
追
求
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
開
い
た
瞬
間
に
心
が
躍
る
よ
う

な
、
ワ
ク
ワ
ク
感
の
あ
る
ツ
ー
ル
を

形
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
15
周

年
、
20
周
年
の
記
念
誌
制
作
の
際
に

は
今
回
を
超
え
る
も
の
を
作
り
上
げ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」

記
念
誌
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
今
も
続
々
と
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
固
定
概
念
を
打
ち

破
る
ア
イ
デ
ア
を
提
案
す
る
た
め

に
、
ア
ド
バ
ン
ド
の
挑
戦
は
こ
れ
か

ら
も
続
く
。

２００７年６月、障がい者の積極的な雇用機会創出を目的に、コネ

クシオ株式会社の特例子会社として設立。親会社の物流部門を

サポートする作業に始まり、その後販促物の作成やバックオフィ

ス支援の業務も手がけるように。今では社外のお客様からも仕事

を受託し、活躍のフィールドを広げ続けている。

お客様DATA

コネクシオウィズ株式会社 様

R e s u m e
記念誌プロジェクトの履歴書

レジュメ

記念誌の担当者様は、そのほとんどが初めて制作に関わる方ばかり。

「斬新な一冊にしたいけれど、一体何から手をつければいいのかわからない……」

今回ご登場いただくお客様も、まさにそんな悩みを抱えていました。

仲間で協力しあう、会社の温かな雰囲気を表しつつ

社員の記憶に残るような冊子を制作するにはどうしたらいいのか。

「ありがとう」を届ける１０周年記念誌が完成するまでの

１年間のプロジェクトをご紹介します。

初めて制作する「1０周年記念誌」
温かな表現で社員の働く意欲を向上

仲間リレー紹介

関係者の方から感謝のメッセージ

10年のあゆみ
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△△
30%

□□
15%

××
15%

○○
40%

売上高と売上構成比を図にしてみよう！

図
学
三
十
六
景

〜
図
で
見
る
と
、世
界
が
見
え
る
〜

毎
回
テ
ー
マ
を
1
つ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

「
図
示
す
る
こ
と
で
い
か
に
分
か
り
や
す
く
な
る
か
」
を
学
び
ま
す
。

売上高と事業別売上構成比を
同時に図示すべし！

［今回のお題］

イ
ン
パ
ク
ト
と
分
か
り
や
す
さ
で

記
憶
に
残
る
チ
ャ
ー
ト
を
制
作

グ
ラ
フ
を
立
体
化
さ
せ

読
者
の
目
を
惹
き
つ
け
る

CASE2

　

前
回
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
事
業
領
域
を

チ
ャ
ー
ト
（
図
）
で
表
現
す
る
例
を
紹
介
し

た
。
そ
し
て
、
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
「
売
上

高
」
と
「
事
業
別
売
上
構
成
比
」
。
業
績
を
伝

え
る
売
上
高
、
各
事
業
の
割
合
を
表
現
す
る
売

上
構
成
比
は
、
会
社
案
内
や
W
e
b
サ
イ
ト
に

掲
載
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
も
定
番
で
あ
る
。

　

し
か
し
、一
般
的
に
売
上
高
を
示
す
に
は
棒

グ
ラ
フ
、
売
上
構
成
比
に
関
し
て
は
円
グ
ラ

フ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
見
せ
方
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
少
な
く
、
マ
ン
ネ
リ
に
な
り
が
ち
だ
。

数
字
に
大
き
な
変
化
が
な
け
れ
ば
、
読
者
に

ス
ル
ー
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
さ
え
あ
る
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
興
味
を
ひ
く
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
イ
ン
パ
ク
ト
」
と
「
分
か
り

や
す
さ
」
。
ま
ず
は
大
胆
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
デ

ザ
イ
ン
で
読
者
を
惹
き
つ
け
、
記
事
へ
と
誘
導

す
る
。
そ
し
て
、
直
感
的
に
理
解
で
き
る
図
解

で
「
分
か
り
や
す
さ
」
を
実
感
さ
せ
る
。
こ
の

2
点
を
同
時
に
伝
え
ら
れ
る
の
が
、
チ
ャ
ー
ト

の
大
き
な
強
み
だ
。
今
回
は
、
立
体
的
に
表
現

し
た
個
性
豊
か
な
グ
ラ
フ
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

　

上
の
チ
ャ
ー
ト
は
、
あ
る
架
空
の
企
業
に
お

け
る
各
事
業
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。
縦

の
伸
び
が
売
上
高
、
横
の
幅
が
売
上
構
成
比
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
10
年
間
で
全

体
の
売
上
高
は
順
調
に
増
加
。
ま
た
、
事
業
ご

と
で
は
○
○
事
業
の
伸
び
が
大
き
く
、
約
7
倍

も
の
成
長
を
達
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
チ
ャ
ー
ト
を
作
成
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
売
上
高
と
売
上
構
成
比
と
い
っ
た
2
つ

の
要
素
を
1
つ
で
説
明
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
立
体
的
に
す
る
こ
と
で
、
読
者

の
目
を
惹
く
誌
面
と
な
っ
た
。
チ
ャ
ー
ト
に
マ

ン
ネ
リ
を
感
じ
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
、一
体
化
・

立
体
化
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

△△
40%□□

30%

××
20%

○○
10%

10年間の売上高と
事業別売上構成比

グ
ラ
フ
を
立
体
化
さ
せ
る
と

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
誌
面
に
！

2017年

1200百万円

120百万円

480百万円

360百万円

240百万円

100％

10％

40％

30％

20％

合 計

○○事業

△△事業

□□事業

××事業

売上
構成比売上高

2008年

2050百万円

820百万円

615百万円

307百万円

307百万円

100％

40％

30％

15％

15％

合 計

○○事業

△△事業

□□事業

××事業

売上
構成比売上高

100%
50%

0%

200
8
200
9
201
0
201
1
201
2
201
3
201
4
201
5
201
6
201
7 合計

○○事業

△△事業

□□事業

××事業

100%
50%

0%

100%
50%

0%

100%
50%

100%
50%

0%

100%
50%

0%

売上構成比（％）

売上高（億）40%

30%

40%

30%

15%

15%

20%

100%

100%

10%

820

120

2050

1200

615

307

360

480

307

240
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市場占有率

市
場
成
長
率

（図１）

（図2）

問題児
Problem Child

積極的な投資が必要 継続投資でシェア維持

撤退 「問題児」「花形」に
資金を回す

負け犬
Dog

花形
Star

金のなる木
Cash Cow

市場占有率

市
場
成
長
率

問題児 花形

負け犬 金のなる木

コンビニ

百貨店

スーパー
ストア

電子
マネー

通信
販売

銀行
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セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
以
下

H
D
）
は
ア
ス
ク
ル
と
提
携
し
、
生
鮮
宅
配
サ
ー
ビ
ス

「
I
Y
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
を
開
始
し
た
。
メ
イ
ン
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
、
共
働
き
世
帯
。
カ
ッ
ト
済
み
の
野
菜
や
調

理
キ
ッ
ト
な
ど
5
0
0
0
品
を
用
意
し
、
時
短
ニ
ー
ズ

の
取
り
込
み
を
狙
う
。

と
こ
ろ
で
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
H
D
は
現
在
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
手
が
け
て
い
る
。
主
力
で
あ
る
国
内
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
の
ほ
か
に
も
、
専
門
店
事
業

や
金
融
関
連
事
業
な
ど
、
そ
の
領
域
は
広
範
囲
に
及

ぶ
。
こ
の
よ
う
な
複
数
の
事
業
を
抱
え
る
企
業
に
と
っ

て
悩
み
の
種
と
な
る
の
が
、
経
営
資
源
の
配
分
。

「
P
P
M
（
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
」
は
、
そ
ん
な
悩
み
に
答

え
る
頼
も
し
い
ツ
ー
ル
だ
。

P
P
M
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、
ボ
ス
ト
ン
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が

1
9
7
0
年
代
に
提
唱
し
た
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
手
法
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
の
縦
軸
に

市
場
の
成
長
率
、
横
軸
に
自
社
の
事
業

の
市
場
シ
ェ
ア
率
を
と
り
、
4
つ
の
エ

リ
ア
を
作
成
。
各
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
に

当
て
は
め
て
分
析
す
る
（
図
1
）
。

「
金
の
な
る
木
」
に
は
、
市
場
成
長

率
は
低
い
が
自
社
の
シ
ェ
ア
率
は
高

い
、
主
力
事
業
が
当
て
は
ま
る
。
安
定

し
て
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
が
、
現
状
以

上
の
市
場
拡
大
を
見
込
む
の
は
難
し

い
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
資
金
を
「
花

形
」
や
「
問
題
児
」
の
事
業
に
活
用

し
、
新
た
な
「
金
の
な
る
木
」
を
生
み

出
す
努
力
が
必
要
と
な
る
。

「
花
形
」
事
業
は
、
得
ら
れ
る
利
益

は
多
い
が
競
争
も
激
し
く
、
シ
ェ
ア
を

維
持
す
る
た
め
に
投
資
を
続
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
市

場
が
成
熟
す
れ
ば
、
「
金
の
な
る
木
」
へ
の
移
動
が
見

込
ま
れ
る
。一
方
「
問
題
児
」
は
、
競
争
が
激
し
い
上

に
利
益
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。一
見
す
る
と
困
っ

た
事
業
だ
が
、
市
場
の
成
長
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
積

極
的
に
投
資
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
シ
ェ
ア
を
獲
得
し

「
花
形
」
へ
の
昇
格
を
目
指
そ
う
。

最
後
の
「
負
け
犬
」
は
、
基
本
的
に
は
撤
退
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
事
業
だ
。

多
く
の
新
規
事
業
は
「
問
題
児
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
。
集
中
的
な
投
資
で
市

場
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
、

「
花
形
」
へ
と
移
動
。
最

終
的
に
「
金
の
な
る
木
」

へ
成
長
さ
せ
る
の
が
理
想

的
な
流
れ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
の
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
H
D
の

P
P
M
に
つ
い
て
、
筆
者

が
図
に
ま
と
め
た
も
の
を

紹
介
し
よ
う
（
図
2
）
。

た
だ
し
、
収
集
で
き
る

デ
ー
タ
に
は
限
り
が
あ
る

た
め
、
い
く
つ
か
の
事
業

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

あ
く
ま
で
参
考
と
し
て
掲

載
し
て
い
る
こ
と
を
ご
了

承
い
た
だ
き
た
い
。

図
中
の
円
の
大
き
さ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
売
上
高

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
図

を
見
る
と
、
国
内
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
は

す
で
に
「
金
の
な
る
木
」

の
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。一
方
、
金
融
関

連
事
業
の
電
子
マ
ネ
ー
や
通
信
販
売
事
業
は
「
問
題

児
」
。
い
か
に
「
花
形
」
へ
と
成
長
さ
せ
る
か
が
重
要

だ
。
ま
た
、
百
貨
店
事
業
や
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
事
業
、

金
融
関
連
事
業
の
セ
ブ
ン
銀
行
は
現
状
「
負
け
犬
」
に

属
し
て
い
る
。
し
か
し
、
銀
行
に
関
し
て
は
他
行
と
共

存
・
共
栄
す
る
よ
う
な
戦
略
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
単

純
に
「
負
け
犬
」
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
ス
ー
パ
ー

ス
ト
ア
事
業
と
百
貨
店
事
業
も
す
で
に
構
造
改
革
に
着

手
し
、
来
店
客
数
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

P
P
M
は
分
か
り
や
す
い
反
面
、
問
題
点
も
い
く
つ

か
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
分
析
で
は
経
営
資
源
の
中
で
も

財
務
資
源
、
つ
ま
り
カ
ネ
の
側
面
か
ら
し
か
見
ら
れ
な

い
こ
と
だ
。
ま
た
、
各
事
業
間
の
相
乗
効
果
は
表
現
で

き
な
い
た
め
、
例
え
ば
「
負
け
犬
」
が
「
花
形
」
な
ど

の
シ
ェ
ア
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
可
能
性
を
見
落
と
し

が
ち
に
な
る
。
こ
の
結
果
だ
け
に
捉
わ
れ
ず
、
多
角
的

な
視
点
を
持
つ
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
お
き
た
い
。
変

化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
、
今
一
度
P
P
M

を
使
っ
て
自
社
の
事
業
を
分
析
し
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

連
載 

第
3
回
　
優
先
し
て
育
て
る
事
業
を
決
め
る
「
P
P
M
」

文
・
助
川 

純

連載第　　回

漫画／作・中野道良　絵・落合亜紀

3
しょせん“同じ穴のムジナ”？

映
画
館
で

最
新
作
を
観
た

裏切り

派閥争い派閥争い

腰ぎんちゃく腰ぎんちゃく

抜け駆け

足の引っ張り合い

ポ
リポ
リ

しゅん…

オ
ー
！

オ
ー
！

オ
ー
！

オー！

と
あ
る
居
酒
屋
に
て

あ
ん
た
悪
人
で
は
な
い
け
ど

〝
愚
か
者
〞
だ
よ

翌
日
。

全
員
遅
刻
し
て
出
社

そんなわけで朝まで
盛り上がってしまって…
経費ではダメですよね？

うちの会社も
似たような
もんだなぁ…

悪人たちには
会社を任せられない！
俺たち若手が

会社を変えるぞおおお！！！

も
う
一
軒

行
く
ぞ
ー
！

13_14.pdf   1   2017/12/15   16:21



Column

アドバンド株式会社
〒171－0022
東京都豊島区南池袋
3－9－3－301
TEL.03－5952－0082

［アドリブ］
2018年1月発行

コネクシオウィズ株式会社

アートディレクション

デザイン

コピーライティング

イラストレーション

中野 道良

天野 可奈子

布袋田 早紀

助川 純

鎌倉 実咲

落合 亜紀

Editor & Staff

Special Thanks

Information
印刷物などの制作をお考えの方に、資料を無料にて送付いたします。当社Webサイトよりお気軽にお問い合わせください。
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編集後記

Staff Voice

News

News

Staff Voice

今年いちばんの遠出

ブレイクタイムのお供に

News 内定式を執り行いました

漫画「ハチミツとクローバー」の作中、
主人公が自分探しの旅で最後にたど
り着いたこの場所。眼前にはただただ
海が広がり、遠くには微かに樺太が見
えました。中学生の頃からの念願だっ
たので、ようやく行けて感激です！！ 良
い夏の思い出になりました。

東京探訪してます

「カテドラル関口教会」

「北海道 稚内市 宗谷岬」

上京して一年半たつのに、行ったこと
のない場所が多い私。最近は毎週でか
けています。先日はカテドラル関口教
会へ。ちょうど結婚式をされていて、
とっても綺麗でした！ どこに行こうか迷
うこともありますが、有名な建築物巡り
をしてみるのもいいですね。 （K.M）

（K.A）

現在、社内では業務効率化のた
め、クラウドサービスの有効活用・
データ整理などが着々と進行中で
す。そして、作業用の椅子も新調さ
れました。デスクワークが中心のた
め、長時間使用する椅子のチョイ
スもかなり重要。効率UPでどんど
ん仕事をこなしたいです。

皆様、明けましておめでとうございま
す。本年もよろしくお願いいたします。
2018年の目標はもう決めましたか？
私は“頼れる先輩”を目指して頑張り
たいと思っています。また、2月にはオ
フィス移転することが決定しました。
新しい場所で心機一転、より良いもの
を制作できるよう、これからも社員一
同邁進していきます。
さて、今号の特集では「顧客管理 IT
活用のススメ」をお送りしました。ITと
聞くと難しそうで、なかなか手を出せ
ない……そんな方もいらっしゃるかも
しれません。しかし、しっかりと活用す
れば大幅な業務効率化や営業力アッ
プに繋がります。これからの時代を生
き抜くために、ぜひ一度導入を検討し
てみてはいかがでしょうか。 （J.S）

記念誌と聞くと、「ハードカバーで何百ページにも及ぶ本」というイメージがあ
ります。確かに、自社の歴史を記録して長期保存することが一番の目的ならば、
その形がベストかもしれません。しかし最近では、雑誌のようなデザインに仕上
げたり、コンパクトなサイズで制作・配布するなど、今までの常識を覆す記念誌
も多く発行されています。大切なのは、制作する目的をしっかりと定めること。
それを達成できるなら、分厚い記念誌である必要はないのです。

記念誌制作で重要なのは「何のために制作するのか？」

社内効率化の取り組み

1801N04

10月、2018年春入社予定者の内
定式を行いました。来年度から新た
に3名の仲間を迎えることになったア
ドバンド。改めて当社を選んでいただ
き、光栄です。4月からともに働ける
のが楽しみで、我々も今からとてもワ
クワクしています。会社の更なるパ
ワーアップにどうぞご期待ください!

社内にネスカフェのバリスタマシンが
導入されました。カプセルをセットし
て、ボタンを操作すると、あっという間
に美味しいコーヒーが完成します。
色々な種類の味を楽しめるのも魅力
的です。飲み比べなども楽しそう。一
息つきたいときのお供に大活躍してく
れそうです!
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